
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図書館おすすめブックリスト 

『蛾 姿はかわる』        

イザベル・トーマス∥文  

ダニエル・イグヌス∥絵 青山 南∥訳  

化学同人 

 

イギリスの蛾「オオシモフリエダシャク」は、本来シモフ

リ模様です。しかし、産業革命で大気が汚染されると黒

い蛾が生まれ、空気がきれいになると白い蛾が増える

など、生き延びるために外敵の目につかないよう、環境

に合わせて変化します。 

蛾の生態を通して、環境問題を考えるきっかけになり

ます。 
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『だいじょうぶくん』                
魚住 直子∥作 朝倉 世界一∥絵 

ポプラ社 

 

内気なそうたはクラスメイトに話しかける勇気がなくて、

新しいクラスでなかなか友達ができません。ある日、リサ

イクルショップでもらったぬいぐるみ「だいじょうぶ」くんか

ら、前の持ち主「まりちゃん」を探してほしいと話しかけら

れます。 

「まりちゃん」はみつかるでしょうか？ 

『おなみだぽいぽい』 
ごとう みづき∥作   

ミシマ社 

 

ひとりぼっちで泣いていたネズミの子。涙をふい

たパンのみみを天井の穴めがけて投げてみると、ト

リが現れてキャッチして行きました。ネズミの子は、

何度も何度も涙をひたしたパンのみみを、投げつけ

ました。おなかの中にあった、つらい気持ちのかた

まりがなくなるまで……。 

うまく感情を整理できないとき、そっと寄り添っ

てくれる絵本です。 

 『がっこうにまにあわない』  
ザ キャビンカンパニー∥作・絵 

あかね書房 

 

７時４７分、家をとびだした「ぼく」は、走り出す…“が

っこうにまにあわない！”途中の水たまりにワニがいた

り、角を曲がると苦手な犬がいたりで、大ピンチ。はたし

て「ぼく」は学校に間に合ったのか？ 

ページからあふれるエネルギーとスリルに、ドキドキが

止まらない大迫力の絵本です。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『なかよくなれるかな』 
今井  福子∥作 いつか∥絵 

文研出版 

 

小学校で飼っているウサギのチュロに会いたいけれ

ど、飼育係のお兄さんが怒鳴っているところを見て、れ

なは怖くて会いに行けません。友達から「お兄さんは優

しい」と聞いたり、嫌がらずウサギのウンチを掃除している

姿を見て、少しずつお兄さんの印象が変わっていきます

が…。 

優しさにもいろんな形があると、教えてくれる本です。 

 

『それで、いい！』 
礒 みゆき∥作 はた こうしろう∥絵  

 ポプラ社 

 

絵を描くことが大好きなきつね。けれど、色がはみ出

てるとか変だとか言われて、展覧会でみんなが驚くす

ごい絵を書くことを決意！でも、上手に描けるか、みん

なにどう思われるかが心配になって、とうとう絵が描け

なくなります。 

そんな時、うさぎの家を訪れると驚くものが…。 

 

『けんかのたね』 
    ラッセル ・ホーバン∥作 小宮 由∥訳 

大野 八生∥絵 

岩波書店 

 

お父さんが家に帰ってくると、４人きょうだいがけん

かの真っ最中で、家の中は大騒ぎ。事情を聞くと、子

どもたちは自分のせいじゃないと言います。でも、けん

かの原因になったねこのプッスにも、言いぶんがありま

した。ねこが文句を言いに行った先は…。 

みんなが仲直りした後、最後にまた「オチ」がある、

クスっと笑えるお話です。 

 

『あずきがゆばあさんととら』 
ペク・ヒナ∥絵 パク・ユンギュ∥文 かみや にじ∥訳 

偕成社 

 

むかしむかし、おいしいあずきがゆを作るおばあさんが

いました。ある日、人食い虎に出くわしてしまい、冬至の

日に食べられることに。泣いていると栗がやってきて、あ

ずきがゆをくれたら「くわれんようにしてあげる」というので

すが…。 

  人形を使って表現された、ユーモラスなキャラクター

の表情に思わずクスリ。韓国の教科書にも載っている昔

話です。 

 

『お山のライチョウ』           
戸塚 学∥写真・文 小宮 輝之∥監修 

偕成社 

 

富山の県鳥「ライチョウ」。高い山だけに住み、日本

では神様の使いとして大切にされてきました。しかし今、

ライチョウが絶滅の危機にあるといいます。 

２０年以上も立山に通ってライチョウを撮り続けてきた

著者が、その生態や保護活動について、美しい写真と

ともに分かりやすく伝えてくれます。 

『三まいのはがき』 
おくやま ゆか∥さく  

福音館書店 

 

ある日、ゆうたに三まいのはがきが届きます。それは

ナメヨ、ガマコ、ニョロミという知らない子からの招待状

でした。ゆうたは、三人の家に順番に遊びに行きます

が、味のないおやつや、虫やねずみ入りの料理がふる

まわれます。三人の正体は…？ 

  嫌われがちな生き物たちが、かわいらしく描かれて

います。 


